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研究要旨 

チーフファシリテーターを今後育成していくにあたり、どのようなことを知識や経験と

して身につける必要があるか、実際の研修運営に関わるときの準備、対応についてその際

の意図や教育行動における構成要素を抽出した。チーフファシリテーターには、グループ

の構造的理解と集団力動についての詳しい知識が必須であり、またその教育行動の意図を

明確にした講義展開とグループワークとの相乗的効果を企図した能力養成の段階的把握

が、教育効果を高めている可能性がある。 

 

A． 研究目的 

がん患者の個々のニーズに応じた情報支援の在

り方について、がん専門相談員の継続研修としての

意味合いを踏まえた資質の維持向上を目指した研

修における企画運営、研修枠組み、教育方法、など

に関する独自性と課題を明らかにする 

 

B．研究方法 

 情報支援研修を今後地域展開していくにあたり、

特にチーフファシリテーターとしての役割・機能に

焦点をあて、研修企画から実施、評価に至る過程を

通じて、ファシリテーションの構成要素を明らかに

し、そのファシリテーターとしての働きを、先行研

究から実際の教育行動を理論的に検討し、受講者の

理解促進や深達度を深めることに資する教育的意

義の可能性を探索する。 

 

（倫理面への配慮） 

 研修にかかわるすべての人と実施過程における

力動に配慮し、苦痛や違和感などを表出しやすい環

境づくりとともに、本研修に参加された協力者（受

講者）が十分に参画できるよう努めた。 

 

C．研究結果 

 がん専門相談員に対する情報支援研修の企画、運

営会議経過、実施、評価の過程とチーフファシリテ

ーターの教育行動における役割・機能をグループワ

ークやスーパービジョンにおける能力養成の段階

などの先行研究と照らして分析検討した。 

 

D．考察 

 チーフファシリテーターの教育行動における役

割・機能を、その意図やグループワークの展開にお

ける具体的な進行のポイントについての観察とと

もに、理論的検討を行なった。チーフファシリテー

ターは、研修受講者全体の集団力動を活発にするた

めにグループワーク理論における４つの次元（コミ

ュニケーションと相互交流パターン、凝集性、社会

的な規範・役割・地位、集団文化）に基づく実践原

則の特性を踏まえ、研修受講者の能力養成を５つの

段階（観察、理解、分析と評価、応用、理論化）か

ら習熟度を把握するよう努めていた、と考えられる。 

 

E．結論 

 がん専門相談員の継続研修におけるチーフファ

シリテーターには、グループの構造的理解と集団力

動についての詳しい知識が必須であり、またその教

育行動の意図を明確にした講義展開とグループワ

ークとの相乗的効果を狙った能力養成の段階的把

握が、教育効果を高めている可能性がある。一方で、

ファシリテーター育成方法には課題が残った。 

 

F．健康危険情報 

  特になし 
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